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３
月

３
日

、
岩

泉
高

校
田

野
畑

校
で

行
わ

れ
た

最
後

の
卒

業
式

。
式

を
終

え
た

教
室

で
は

、
感

謝
の

気
持

ち
を

込
め

母
親

に
花

束
を

渡
す

姿
。

佐
々

木
郁

子
さ

ん
は

息
子

勇
人

君
か

ら
花

束
を

手
渡

さ
れ

笑
顔

、
そ

し
て

感
激

の
涙

―
。（

関
連

記
事
2
2㌻

）

広
報

人
と

自
然

が
織

り
な

す
 心

豊
か

な
協

働
の

村

復
興

へ
の

ご
支

援
に

心
か

ら
感

謝
し

ま
す
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将
来
の
村
を
担
う
若
者
や
後
世
に

誇
れ
る
村
づ
く
り
の
基
礎
・
基
盤
を
再
構
築

強
い
気
概
を
持
っ
て
村
政
運
営
に
あ
た
る

―  施政方針目次  ―
●はじめに　�������������� 3
●復興計画の推進　����������� 4
●予算編成の方針　����������� 4
●主要施策の展開
　①生活再建の推進　���������� 5
　②安全な村づくり　���������� 5
　③産業振興と就労対策　�������� 6
　④社会資本と産業基盤の整備　����� 7
　⑤教育の推進　������������ 9
●結び　��������������� 10

被
災
者
と
被
災
地
に

寄
り
添
っ
た
復
旧
復
興

は
じ
め
に

　
平
成
24
年
第
３
回
田
野
畑
村
議
会
定

例
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
平
成
24
年
度

当
初
予
算
案
や
村
政
の
重
要
案
件
を
審

議
い
た
だ
く
た
め
、
村
政
運
営
に
対
す

る
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
も
っ
て
、
昨
年
３
月
の
東
日
本

大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被

災
さ
れ
た
方
へ
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
来
る
３
月
11
日
に
は
、
発

災
一
周
年
追
悼
式
典
を
挙
行
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
村
民
な
ら
び
に

議
員
の
皆
さ
ん
の
参
列
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
震
災
直
後
か
ら
今
日
ま
で
、

村
民
や
自
治
会
を
は
じ
め
、
自
衛
隊
、

海
上
保
安
庁
、
警
察
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
、
国
内
外
の
多
く
の
個
人
・
団
体

か
ら
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
不
明
者

の
捜
索
や
避
難
所
の
運
営
、
が
れ
き
処

理
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

こ
に
、
あ
ら
た
め
て
衷
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
震
災
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
長
年
の

歳
月
を
掛
け
て
築
き
上
げ
て
き
た
村
民

の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
住
宅
や
漁
船
な

ど
が
流
出
損
壊
し
ま
し
た
。
ま
た
、
漁

港
、
水
産
施
設
、
道
路
、
上
下
水
道
、

観
光
施
設
な
ど
の
村
の
資
産
も
壊
滅
的

な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　
23
年
度
は
被
災
対
応
に
追
わ
れ
た
１

年
で
し
た
が
、
24
年
度
は
震
災
か
ら
立

ち
上
が
り
、
未
来
に
向
け
た
活
力
あ
る

村
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
事
実
上

の
「
復
興
元
年
」
で
す
。

　
新
年
度
は
、
２
年
目
と
な
る
村
総
合

計
画
の
推
進
に
意
を
配
し
な
が
ら
、
復

興
計
画
に
基
づ
き
、
逐
次
、
国
の
復
興

交
付
金
事
業
な
ど
を
活
用
し
、
高
台
移

転
や
津
波
被
災
の
恐
れ
の
な
い
既
存
集

落
近
傍
へ
の
住
宅
再
建
地
を
造
成
す
る

な
ど
、
津
波
に
よ
っ
て
二
度
と
人
命
を

失
わ
な
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
礎
と

住
宅
再
建
支
援
や
災
害
公
営
住
宅
の
建

築
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被

災
者
の
生
活
再
建
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
再
構
築
の
た
め
の
条
件
整
備
を

着
実
に
推
進
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　平成24年第３回村議会定例会が３

月９日に開会し、上机莞治村長が新
年度の施政方針を述べました。村づ
くりの方向性や新年度の主要事業な
ど、施政方針の内容をお伝えします。

震災直後からこれまで、物資やボランティアなど多くの支援が寄せられた

平
成
24
年
度
施
政
方
針
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復
興
計
画
の
推
進

　
震
災
以
来
、
被
災
さ
れ
た
方
々
と
の

話
し
合
い
を
重
ね
る
と
共
に
、
４
月
に

は
専
門
的
な
知
見
を
有
す
る
方
々
を
委

員
に
委
嘱
。
９
月
に
「
東
日
本
大
震
災

田
野
畑
村
災
害
復
興
計
画
・
復
興
基
本

計
画
」
を
策
定
し
、
議
会
議
決
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
復
興
計
画
は
、
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
「
田
野
畑
村
総
合
計
画
」
基
本

構
想
に
掲
げ
た
「『
参
加
・
協
働
・
創
造
』

に
よ
る
村
づ
く
り
」
の
基
本
理
念
を
受

け
、「
未
来
に
向
け
た
復
興
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
震
災
前
よ
り
も
さ
ら
に
魅
力

的
で
新
し
い
村
を
構
築
し
て
い
く
た
め

の
計
画
で
す
。

　
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
の
基
本
方

針
は
、
被
災
前
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
維
持
し
な
が
ら
、
被
災
前
よ
り
も
安

全
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
、
そ
し
て
被

災
者
の
生
活
再
建
と
地
域
振
興
で
す
。

　
防
災
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

高
台
移
転
を
基
本
と
し
た
安
全
で
安
心

な
居
住
地
の
確
保
、
災
害
に
強
い
社
会

基
盤
整
備
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　
生
活
再
建
に
つ
い
て
は
、
被
災
さ
れ

た
方
々
の
希
望
に
沿
っ
て
集
団
で
移
転

が
で
き
る
住
宅
再
建
用
地
の
確
保
と
災

害
公
営
住
宅
の
整
備
、
心
身
の
ケ
ア
対

策
や
高
齢
者
福
祉
対
策
な
ど
、
腰
を
落

ち
着
け
て
生
活
で
き
る
環
境
整
備
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
地
域
振
興
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

地
域
経
済
や
就
業
・
雇
用
の
場
と
し
て

本
村
の
活
力
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
水
産
業
と
観
光
業
が
今
般

の
震
災
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
再
建
に
取

り
組
み
、
震
災
前
に
も
増
し
た
地
域
活

力
を
回
復
で
き
る
よ
う
積
極
的
な
支
援

平
成
24
年
度
施
政
方
針

主要施策

１
生
活
再
建
の
推
進

　
大
震
災
に
よ
り
、
村
内
で
は
２
７
０

棟
を
超
え
る
住
宅
が
全
壊
流
出
す
る
な

ど
、
島
越
地
区
、
羅
賀
地
区
を
中
心
に

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
、
他
の
自
治
体
に
先

駆
け
て
、
被
災
者
の
緊
急
的
な
生
活
再

建
に
向
け
た
が
れ
き
処
理
、
道
路
の
環

境
整
備
、
森
林
整
備
、
漁
網
・
養
殖
施

設
、
社
会
教
育
施
設
、
観
光
施
設
な
ど

の
復
旧
作
業
に
従
事
す
る
臨
時
的
雇
用

を
創
出
し
て
き
ま
し
た
。
併
せ
て
、
被

災
さ
れ
た
方
々
が
引
き
続
き
村
内
に
安

心
し
て
定
住
す
る
た
め
に
は
、
移
転
居

住
地
の
確
保
、
住
宅
再
建
、
災
害
公
営

住
宅
の
建
設
が
必
要
不
可
欠
な
こ
と
か

ら
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
意
向
を
尊
重

し
な
が
ら
住
宅
移
転
候
補
地
の
絞
り
込

み
に
全
力
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

　
緊
急
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
格

的
な
漁
業
再
開
や
雇
用
の
場
が
で
き
る

ま
で
の
間
、
新
年
度
に
お
い
て
も
国
の

制
度
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
可
能
な
限

り
就
労
機
会
の
創
出
に
努
め
て
い
く
考

え
で
す
。

　
ま
た
、
住
宅
移
転
用
地
に
つ
い
て
は
、

候
補
地
の
選
定
と
地
権
者
と
の
交
渉
に

基
づ
き
、
本
年
１
月
末
に
国
に
対
す
る

復
興
交
付
金
事
業
計
画
を
提
出
し
、
新

年
度
早
々
に
は
本
格
的
に
用
地
造
成
、

道
路
、
上
下
水
道
施
設
、
災
害
公
営
住

宅
の
建
築
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
順

次
、
着
工
で
き
る
見
通
し
で
す
。
併
せ

て
新
年
度
は
、
被
災
者
の
方
々
の
住
宅

再
建
に
対
す
る
費
用
の
一
部
を
支
援
す

る
な
ど
、
各
家
庭
で
将
来
の
生
活
設
計

を
描
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
生
活
再
建

　以上、申し述べた復興計画の推進および予算編成の方針に加え、
特にも今般の大震災からの復旧復興への取り組みを中心に、平成24

年度の村政運営の主要施策にかかる基本方針について申し述べます。

今年１月に小学校で開催した復興計画説明会の様子

予
算
編
成
の
方
針

　
本
年
１
月
に
国
か
ら
示
さ
れ
た
24
年

度
の
地
方
財
政
計
画
で
は
、
一
般
財
源

総
額
は
59
兆
６
２
４
１
億
円
、
前
年
度

比
０
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
前
年
度
を
下
回
ら
な
い

よ
う
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
地
方
交
付
税
の
総
額
は

17
兆
４
５
４
５
億
円
、
前
年
度
比
０
・

５
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
お
り
、

別
枠
と
し
て
震
災
復
興
特
別
交
付
税
が

６
８
５
５
億
円
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
方
財
政
状
況
を
鑑
み

な
が
ら
、
新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
事
業
効
果
・
効
率
性
、
政

策
の
優
先
度
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、

復
興
計
画
お
よ
び
総
合
計
画
を
実
現
す

る
た
め
の
事
業
を
厳
選
し
た
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
。

支
援
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
考
え

で
す
。

　
ま
た
、
住
み
慣
れ
た
住
宅
や
土
地
を

離
れ
て
仮
設
住
宅
や
借
家
な
ど
に
お
住

ま
い
の
方
々
を
中
心
に
、
日
常
の
健
康

管
理
や
心
配
事
の
相
談
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
継
続
し
て
支
援
員
配
置
を
行
う

な
ど
、
特
に
も
高
齢
者
の
方
々
の
「
心

身
の
ケ
ア
」
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

主要施策

２
安
全
な
村
づ
く
り

　
先
の
大
震
災
に
よ
っ
て
、
村
民
の
多

く
の
人
命
と
貴
重
な
財
産
を
失
い
ま
し

た
。
千
年
に
一
度
の
自
然
大
災
害
と
は

い
え
、
村
政
を
預
か
る
者
と
し
て
痛
恨

の
極
み
で
す
。
東
日
本
沿
岸
域
を
襲
っ

た
大
津
波
被
害
の
教
訓
と
し
て
、
か
け

が
え
の
な
い
人
命
や
財
産
を
守
る
た
め

に
は
、
防
潮
堤
や
水
門
な
ど
の
ハ
ー
ド

対
策
の
み
で
は
万
全
で
な
い
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、「
二
度
と
津
波
で
人
命
を
失

わ
な
い
安
全
な
村
づ
く
り
」
を
構
築
し

防災訓練などのソフト対策も進める

を
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　
復
興
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
村
の
皆
さ
ん
の
協

力
や
議
会
の
支
援
が
欠
か
せ
な
い
こ
と

か
ら
、
今
後
と
も
村
民
総
意
の
把
握
に

努
め
、
村
の
皆
さ
ん
に
見
え
る
形
で
の

着
実
な
復
旧
復
興
を
図
っ
て
い
く
所
存

で
す
。
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平
成
24
年
度
施
政
方
針

津波で大きな被害を受けた平井賀地区。緊急性と重要性を見極め安全な村づくりを進める（左から、震災前、震災直後、１年後）

　
本
村
の
産
業
振
興
に
か
か
る
喫
緊
の

課
題
は
、
22
年
12
月
下
旬
か
ら
年
末
年

始
に
か
け
て
の
低
気
圧
災
害
に
加
え
て
、

先
の
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
漁
業
の
復
興
で
す
。
漁
業
復
興
の
た

め
に
は
、
漁
船
、
漁
具
、
養
殖
施
設
な

ど
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
漁
港

や
魚
市
場
、
製
氷
施
設
な
ど
の
早
期
整

備
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
漁
船
や
水
産
施
設
な
ど
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
緊
急
的
対
応
と
し
て
全
船
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
養
殖
ワ
カ

メ
の
共
同
作
業
と
加
工
出
荷
体
制
の
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

　
23
年
度
に
は
、
低
気
圧
被
害
の
対
策

と
し
て
、
定
置
網
修
繕
費
の
村
単
独
補

助
や
ワ
カ
メ
共
済
掛
金
の
大
幅
助
成
、

水
産
産
業
廃
棄
物
処
理
費
の
助
成
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
新
年
度
に
は
、

養
殖
ワ
カ
メ
生
産
の
回
復
、
サ
ケ
ふ
化

場
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
漁
港
や

魚
市
場
の
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
る
な
ど
、
漁
業
者
の
就
労
意
欲
の

喚
起
に
つ
な
が
る
漁
業
環
境
整
備
に
努

め
て
い
く
考
え
で
す
。

　
な
お
、
漁
船
が
充
足
す
る
ま
で
の
間

は
、
国
の
重
点
分
野
雇
用
創
出
事
業
な

ど
を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
、
総
事
業

費
１
億
４
千
万
円
規
模
の
臨
時
的
雇
用

機
会
を
確
保
す
る
な
ど
の
就
労
対
策
を

講
じ
ま
す
。

　
農
林
業
振
興
に
あ
っ
て
は
、
い
わ
て

未
来
農
業
確
立
総
合
支
援
事
業
、
担
い

手
確
保
対
策
支
援
事
業
、
し
い
た
け
産

地
化
促
進
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
、
村

主要施策

３
産
業
振
興
と
就
労
対
策

産
堆
肥
を
活
用
し
た
土
づ
く
り
と
資
源

循
環
型
農
業
の
推
進
に
よ
る
振
興
野
菜

（
ダ
イ
コ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
）
の
推
進
や
シ
イ
タ
ケ
栽
培

の
促
進
を
図
り
、
産
地
化
形
成
に
努
め

ま
す
。

　
商
工
振
興
に
あ
っ
て
は
、
村
単
独
事

業
で
あ
る
中
小
企
業
振
興
資
金
に
よ
る

資
金
融
資
を
実
施
す
る
ほ
か
、
県
と
連

動
し
て
被
災
し
た
商
店
、
民
宿
、
各
種

事
業
所
の
事
業
再
建
を
支
援
す
る
中
小 養殖ワカメ共同作業の様子

て
い
く
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、

津
波
襲
来
エ
リ
ア
内
に
居
住
し
な
い
こ

と
、
防
潮
堤
な
ど
の
構
造
物
を
過
信
す

る
こ
と
な
く
迅
速
な
避
難
行
動
を
起
こ

す
こ
と
で
す
。

　
新
年
度
か
ら
年
次
的
に
、
情
報
の
伝

達
・
収
集
の
た
め
の
通
信
施
設
の
整
備
、

水
門
閉
鎖
の
自
動
制
御
化
、
防
潮
堤
な

ど
の
ハ
ー
ド
整
備
に
加
え
て
、
日
頃
の

防
災
意
識
の
喚
起
や
防
災
訓
練
の
重
要

性
の
啓
発
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
を
加
え

た
多
重
防
災
型
の
村
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
住
民
個
々
の
防
災
に

対
す
る
「
自
助
」
と
家
族
・
地
域
内
な

ど
の
「
共
助
」
の
意
識
付
け
を
助
長
す

る
と
と
も
に
、
行
政
の
責
務
と
し
て
の

「
公
助
」
の
観
点
か
ら
、
防
災
計
画
の

見
直
し
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に

着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
漁
業
集
落
防
災

機
能
強
化
事
業
な
ど
に
よ
っ
て
浸
水
区

域
の
地
盤
か
さ
上
げ
、
避
難
誘
導
灯
の

設
置
、
津
波
避
難
路
、
漁
業
集
落
道
の

整
備
を
行
う
ほ
か
、
津
波
警
報
発
令
時

に
お
け
る
通
行
規
制
な
ど
の
情
報
を
表

示
・
伝
達
す
る
道
路
情
報
シ
ス
テ
ム
を

整
備
す
る
な
ど
、
緊
急
性
と
重
要
性
を

見
極
め
な
が
ら
安
全
な
村
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

主要施策

４
社
会
資
本
と
産
業
振
興
基
盤
の
整
備

道
路
と
し
て
の
「
三
陸
沿
岸
道
路
」
の

整
備
促
進
で
す
。

　
部
分
的
に
供
用
開
始
し
て
い
る
こ
の

道
路
は
、
先
の
大
震
災
の
際
に
は
避
難

や
救
援
の
た
め
の
「
命
の
道
路
」
と
し

て
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
本
村
を
縦
断
す
る
三
陸
北
縦
貫
道
路

は
、
思
案
坂
大
橋
を
含
む
中
野
バ
イ
パ

ス
部
分
の
み
が
完
成
し
て
い
ま
す
が
、

国
で
は
こ
の
三
陸
沿
岸
道
路
を
お
お
む

ね
10
年
後
の
全
線
開
通
を
目
指
し
て
工

事
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
本

路
線
は
、
本
村
の
産
業
経
済
や
地
域
医

療
、
文
化
交
流
に
大
き
な
役
割
を
果
た

　
大
震
災
は
、
こ
れ
ま
で
先
人
が
築
き

上
げ
て
き
た
社
会
基
盤
を
一
瞬
に
し
て

破
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
社
会
資
本

整
備
と
産
業
振
興
の
た
め
の
基
盤
整
備

は
、
村
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
欠

く
こ
と
が
で
き
な
い
大
変
重
要
な
イ
ン

フ
ラ
で
す
。

　
そ
の
中
で
も
最
も
大
き
な
期
待
が
か

か
る
事
業
は
、
沿
岸
域
の
宮
城
県
仙
台

市
と
青
森
県
八
戸
市
を
結
ぶ
、
三
陸

縦
貫
自
動
車
道
（
仙
台
市
〜
宮
古
市
）、

三
陸
北
縦
貫
道
路
（
宮
古
市
〜
久
慈

市
）、
八
戸
久
慈
自
動
車
道
（
久
慈
市

〜
八
戸
市
）
の
３
路
線
か
ら
な
る
復
興

企
業
被
災
資
産
復
旧
費
補
助
を
実
施
し

ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
は
震

災
に
よ
り
低
迷
し
た
１
年
で
し
た
が
、

本
年
４
月
か
ら
６
月
ま
で
本
県
で
実
施

さ
れ
る
「
い
わ
て
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
一
つ
の
起
爆
剤

と
し
て
、
体
験
型
観
光
や
ジ
オ
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
基
調
と
し
た
経
済
波
及
効
果
の

高
い
本
村
独
自
の
観
光
ス
タ
イ
ル
を
形

成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



8がんばろう！田野畑9 がんばろう！日本

盤
沈
下
し
た
荷
上
げ
場
や
防
潮
堤
、
臨

港
道
路
の
か
さ
上
げ
な
ど
の
災
害
復
旧

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
県
管
理
の
島
越

漁
港
に
つ
い
て
は
、
早
期
復
旧
に
つ
い

て
引
き
続
き
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
24
年
度
施
政
方
針

■平成24年度の予算規模（全会計）　　　　　　　　　　　　　　　　【単位：万円】

区 分 24年度 23年度 伸び率

一 般 会 計 125億2400 32億8700 281.0％

特

別

会

計

国民健康
保険会計

事 業 5億4375 5億1660 5.3％

直 診 1億5634 1億4741 6.1％

簡 易 水 道 会 計 1億6007 7752 106.5％

集 落 排 水 会 計 6億6108 5915 1017.6％

下 水 道 会 計 3585 3259 10.0％

介護保険
会 計

事 業 4億9177 4億9128 0.1％

サービス 339 273 24.4％

後期高齢者医療会計 2803 2945 ー 4.8％

小 計 20億8028 13億5673 53.3％

合 計 146億 428 46億4373 214.5％

中
連
携
（
一
貫
）
教
育
」
に
つ
い
て
は
、

新
年
度
か
ら
３
年
計
画
で
小
中
両
校
を

研
究
校
に
指
定
し
、
学
力
向
上
を
主
眼

と
し
た
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
、
産
業

体
験
な
ど
、
９
年
間
を
見
通
し
た
学
校

教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
的
に
取

主要施策

５
教
育
の
振
興

　
大
震
災
は
、
教
育
分
野
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
影
響
を
拭

い
去
る
た
め
に
も
国
の
事
業
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
本
村
教
育
の
一
層
の
充

実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
21
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
小

す
路
線
と
し
て
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
期
完
成
に
向

け
全
力
を
傾
注
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
他
の
道
路
整
備
関
連
で
は
、
島

越
地
内
の
集
落
道
４
路
線
（
村
道
島
越

線
、
立
神
線
、
島
越
浜
岩
泉
線
、
川
向

線
）
お
よ
び
羅
賀
地
内
の
集
落
道
４
路

線
（
村
道
海
鳴
台
線
、
上
川
原
線
、
羅

賀
平
井
賀
線
、
平
井
賀
線
）
の
改
良
舗

装
整
備
の
他
、
主
要
地
方
道
岩
泉
平
井

賀
普
代
線
の
羅
賀
地
内
に
お
け
る
か
さ

上
げ
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
に
よ
る
田
野
畑
平
井
賀
線
お
よ
び
菅

窪
和
野
線
、
沼
袋
田
代
線
の
改
良
舗
装

工
事
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
地
域
か
ら
要
望
の
強
い
沼
袋
三
沢

線
の
改
良
に
つ
い
て
は
、
新
規
事
業
と

し
て
国
に
要
望
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

　
三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線
の
久
慈
―
田

野
畑
間
は
、
本
年
４
月
１
日
に
運
行
再

開
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
本
―
田

野
畑
間
に
つ
い
て
も
早
期
に
全
線
開
通

す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
震
災
で
、
本
村
の
水
産
業
の
基
盤
を

支
え
て
き
た
机
・
羅
賀
・
島
越
の
各
漁

港
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。

　
漁
港
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
村
管
理

漁
港
で
あ
る
机
漁
港
お
よ
び
平
井
賀
漁

港
（
羅
賀
地
区
、
平
井
賀
地
区
）
の
地

　
24
年
度
は
震
災
復
興
に
向
け
た
初
年

度
で
す
。
後
年
度
を
見
据
え
な
が
ら
、

村
民
が
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
の
社

会
資
本
と
産
業
振
興
基
盤
整
備
の
基
礎

固
め
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
文
部
科
学
省
の
復
興
対
策
事

業
で
あ
る
「
学
び
を
通
じ
た
被
災
地
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
支
援
事
業
」

を
取
り
入
れ
、
従
来
、
小
学
校
３
年
生

ま
で
の
希
望
者
を
対
象
と
し
た
「
放
課

後
子
ど
も
教
室
」
を
見
直
し
、
３
年
生

ま
で
の
全
児
童
を
対
象
に
「
学
び
の
教

室
」を
開
催
す
る
こ
と
や
中
学
生
の「
学

習
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
に
外
部
講
師
を
導

入
し
て
学
力
向
上
を
図
る
こ
と
、
７
人

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
の

学
校
支
援
事
業
を
再
開
す
る
こ
と
な
ど
、

小
中
学
校
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち

の
学
習
支
援
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
社
会
体
育
の
分
野
で
は
、
念
願

で
あ
っ
た
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
、
村
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
を
生
活
に

取
り
入
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
に
寄
与
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
当
面
は
復
興
対
策
事
業
が
優
先
さ
れ

ま
す
が
、
11
月
３
日
の
「
田
野
畑
村
教

育
の
日
」
を
中
心
に
教
育
的
な
事
業
を

実
施
し
、
村
民
の
教
育
に
対
す
る
関
心

が
一
層
高
ま
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

中学校卒業式で野球部の後輩から手厚い祝福を受ける上山阿登夢君（資料写真）
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結
び

　
以
上
、
平
成
24
年
度
の
施
政
の
方
針
お
よ

び
主
要
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
に
要
す
る
予
算
総
額
は
一
般
会

計
で
１
２
５
億
２
４
０
０
万
円
と
な
り
、
前

年
度
当
初
予
算
比
２
８
１
・
０
パ
ー
セ
ン
ト

の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東

日
本
大
震
災
の
復
興
交
付
金
事
業
関
連
と
災

害
廃
棄
物
処
理
事
業
の
純
増
が
主
な
要
因
で

す
。

　
特
別
会
計
を
含
め
た
全
会
計
で
は

１
４
６
億
４
２
８
万
円
余
り
と
な
り
、
前
年

度
当
初
予
算
比
２
１
４
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
震
災
復
興
関
係

事
業
費
99
億
67
万
円
余
り
が
加
わ
っ
た
こ
と

か
ら
、
過
去
最
大
の
当
初
予
算
規
模
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

　
震
災
か
ら
の
早
期
の
復
旧
復
興
を
最
大
の

目
標
と
し
な
が
ら
も
、
健
全
な
財
政
運
営
と

村
民
福
祉
の
維
持
向
上
を
目
指
し
た
積
極
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。
事
業
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
予
算
の
節
減
を
図
り
な
が
ら
も
最
大

の
行
政
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
三
陸
北
縦
貫
道
路
に
か
か
る
尾
肝
要
ト
ン

ネ
ル
工
事
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

震
災
以
来
不
通
と
な
っ
て
い
た
三
陸
鉄
道
北

リ
ア
ス
線
の
陸
中
野
田
―
田
野
畑
間
が
４
月

１
日
に
運
行
再
開
さ
れ
、
鉄
道
不
通
区
間
で

あ
る
田
野
畑
―
小
本
間
は
１
日
７
往
復
の
バ

■平成24年度一般会計予算

歳入歳出

※端数処理の関係で数値に若干の差があります

125億2400万円125億2400万円

自主財源
23.9％

依存財源
７6.1％

義務的経費
10.6％

投資的経費
51.9％

その他経費
37.5％

村税
1億7683万円（1.4％）

諸収入
1億1098万円（0.9％）

繰入金
26億5504万円（21.2％）

その他
4894万円（0.4％）

地方交付税
33億8229万円
（27.0％）

村債
3億60万円
（2.4％）

国庫支出金
32億6086万円
（26.0％）

県支出金
24億9596万円
（19.9％）

その他
9250万円
（0.8％）

公債費
5億7883万円
（4.6％）

人件費
5億8783万円
（4.7％）

扶助費
1億6539万円
（1.3％）

普通建設事業費
56億7615万円

（45.3％）

災害復旧事業費
8億2325万円（6.6％）

物件費
35億7116万円

（28.5％）

補助費等
4億1208万円
（3.3％）

繰出金
5億4005万円
（4.3％）

貸付金
1億4319万円
（1.2％）

その他
2607万円
（0.2％）

ス
運
行
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
復
旧
復
興
に
向

か
っ
た
確
か
な
希
望
の
槌
音
が
聞
こ
え
て
ま

い
り
ま
す
。

　
震
災
直
後
の
炊
き
出
し
な
ど
で
各
自
治
会

の
絶
大
な
る
応
援
や
有
志
の
方
々
か
ら
い
た

だ
い
た
数
々
の
支
援
な
ど
、
村
民
の
強
い
絆

が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
は
も
と

よ
り
海
外
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
多
く
の

支
援
を
い
た
だ
き
、
新
た
な
絆
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
度
は
被
災
さ
れ
た
方
々
と
全
村
民
が

大
震
災
か
ら
立
ち
上
が
り
、
未
来
に
向
け
た

復
興
の
事
実
上
の
初
年
度
と
し
て
例
年
に
も

増
し
て
村
民
、
行
政
、
議
会
が
共
に
手
を
携

え
、「『
参
加
・
協
働
・
創
造
』
に
よ
る
村
づ

く
り
」
に
あ
た
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
大
変
重
要
な
年
度
で
す
。

　
未
曽
有
の
大
震
災
被
害
に
立
ち
向
か
い
、

小
さ
な
自
治
体
の
強
み
を
生
か
し
て
被
災
者

と
被
災
地
に
寄
り
添
っ
た
復
旧
復
興
を
進
め

る
と
と
も
に
、
将
来
の
田
野
畑
村
を
担
う
若

い
世
代
や
後
世
に
誇
れ
る
村
づ
く
り
の
基

礎
・
基
盤
を
再
構
築
す
る
強
い
気
概
を
持
っ

て
村
政
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
な
ら
び
に
議
員
各
位
の
村

政
運
営
に
対
す
る
な
お
一
層
の
理
解
と
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
24
年
度
の
村
営

運
営
に
あ
た
る
施
政
方
針
の
所
信
表
明
と
し

ま
す
。

平
成
24
年
度
施
政
方
針

　 

国
保
・
介
護
班
主
事

－

川
畑
勝
也

◆
地
域
整
備
課

　 

復
興
道
路
対
策
室
長

－

熊
谷
吉
秀
、
復
興

道
路
対
策
室
技
師

－

角
舘
尚

◆
産
業
振
興
課

　 

課
長
兼
水
産
復
興
室
長

－

大
澤
俊
一
、
産

業
振
興
班
主
査
兼
国
土
調
査
班
主
査

－

早
野

和
彦
、
産
業
振
興
班
主
任

－

平
坂
聡

◆
保
健
福
祉
課

　 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
班
主
任
主
査
兼
保

健
福
祉
班
主
任
主
査

－

久
保
朋
子

◆
診
療
所

　 

管
理
班
主
査
兼
歯
科
診
療
所
管
理
班
主
査

－

工
藤
隆
彦

◆
会
計
課

　
会
計
班
主
任

－

佐
藤
和
子

◆
議
会
事
務
局

　 

事
務
局
長
兼
選
挙
管
理
員
会
事
務
局
長
兼
監

査
委
員
事
務
局
長

－

奥
地
弘
武

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

　 

事
務
局
長
兼
議
会
事
務
局
主
幹
兼
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
主
幹
兼
監
査
委
員
事
務
局
主

幹

－

熊
谷
和
広

◆
教
育
委
員
会
事
務
局

　 

教
育
次
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

－

工
藤

ヒ
ロ
、
主
任
主
査

－

早
野
円
、
畠
山
哲

◆
退
職
者
　
※
職
名
は
退
職
時

　 

会
計
課
会
計
班
主
任
主
査

－

平
坂
礼
子
、

◆
参
事

　 

参
事
兼
総
務
課
長

－

中
嶋
喜
和
男
、
参
事

兼
地
域
整
備
課
長

－

鍬
形
金
由

◆
総
務
課

　 

総
務
・
財
政
班
主
任
主
査

－

佐
々
木
修
、

同
主
査

－

大
森
泉

◆
政
策
推
進
課

　 

政
策
推
進
班
主
任
主
査

－

渡
辺
謙
克

◆
復
興
対
策
課

　 

課
長

－

佐
藤
俊
一
、
復
興
対
策
班
主
任
主

査

－

久
保
豊
、
佐
々
木
靖
、
同
主
任

－

佐
藤
智
佳

◆
税
務
課

　 

課
長

－

大
澤
喜
男
、
税
務
班
主
任

－

菊
地

正
次

◆
生
活
環
境
課

村
職
員

◆
異
動
転
出
者　

※
カ
ッ
コ
内
は
異
動
先

　 

副
分
署
長

－

伊
澤
愛
一
郎
（
田
老
分
署
）、

消
防
主
任

－

工
藤
司
（
岩
泉
消
防
署
）、
消

防
副
士
長

－

内
村
拓
道
（
宮
古
消
防
署
）、

消
防
士

－

日
山
大
輝
（
岩
泉
消
防
署
）

広
域
消
防

平
成
24
年
度

人
事
異
動

　
平
成
24
年
度
、
村
職
員
な
ど
の
人
事

異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
村
は
、
復

興
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
む
た

め
組
織
を
一
部
改
革
。
新
た
に
復
興
対

策
課
を
設
置
し
ま
し
た
。

議
会
事
務
局
長

－

工
藤
次
男
、
教
育
次
長

－

坂
本
真
知
夫
、
保
健
福
祉
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
班
主
任
看
護
師

－

畠
山
洋

子
、
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
（
若
桐
保
育
園

副
園
長
）

－

佐
々
木
タ
カ
子

◆
新
採
用
　
※
採
用
は
３
月
１
日

　 

政
策
推
進
課
政
策
推
進
班
主
事

－

向
井
俊

一
、
復
興
対
策
課
復
興
対
策
班
主
事

－

田

村
法
也

◆
異
動
転
出
者　

※
カ
ッ
コ
内
は
異
動
先

　 【
田
野
畑
小
】
副
校
長

－

木
村
覚
勇（
住

田
町
立
世
田
米
小
）、
教
諭

－

澤
柳
健
一

（
宮
古
教
育
事
務
所
）、
教
諭

－

柳
瀬
直
哉

（
住
田
町
立
世
田
米
小
）、
教
諭

－

小
渡
修

子（
盛
岡
市
立
桜
城
小
）、
教
諭

－

芳
平
玲

子（
盛
岡
市
立
都
南
東
小
）、
養
護
教
諭

－

小

澤
明
恵（
岩
泉
町
立
大
川
小
）、
事
務
主
任

－

昆
野
ゆ
か
り（
宮
古
水
産
高
）、
講
師

－

松
葉
太
士（
退
職
）、
す
こ
や
か
サ
ポ
ー
ト

－

根
木
地
瑠
美（
退
職
）

　 【
田
野
畑
中
】
副
校
長

－

中
村
哲（
花
巻

市
立
湯
本
中
）、
教
諭

－

下
総
芳
運（
宮
古

市
立
新
里
中
）、
教
諭

－

近
藤
成
樹（
宮
古

市
立
田
老
第
一
中
）、教
諭

－

黒
田
栄
子（
岩

泉
町
立
小
川
中
）、
講
師

－

高
橋
宏
彰（
宮

古
市
立
田
老
第
一
中
）

　 【
岩
泉
高
田
野
畑
校
】
校
長

－

夏
井
敬

雄（
大
船
渡
高
）、
副
校
長

－

内
舘
由
美（
前

沢
高
）、
教
諭

－

佐
藤
誠
也（
一
関
第
二
高
）、

教
諭

－

大
内
寿
文（
盛
岡
第
三
高
）、
教
諭

－

川
村
純
世（
軽
米
高
）、
教
諭

－

上
野

葉
登
子（
宮
古
高
）、
講
師

－

相
澤
典
江

（
花
巻
北
高
）、
講
師

－

近
藤
史
隆（
遠
野
緑

峰
高
）、
養
護
助
教
諭

－

米
田
恵
里（
退
職
）、

用
務
員

－

畠
山
喜
彦（
宮
古
高
）

教
職
員

向井 俊
しゅん

一
い ち

主事
机在住、34歳

「復興の力になれるよ
う全力で頑張ります」

田村 法
か ず

也
や

主事
岩泉町在住、31歳

「復興に向けて、明る
く元気に頑張ります」



もうすぐ  い ちねんせい

羽ばたけ  25の 翼
田野畑小学校への入学を心待ちにしている新１年生。
そんなみんなに、将来の夢を書いてもらいました。

「おおきくなったら
なにになりたい？」

 

有
谷 

拓ひ

ろ

翔と

く
ん

（
机
）

 

小
野 

陽ひ

菜な

乃の

ち
ゃ
ん

（
浜
岩
泉
）

 

上
机 
瑠る

愛あ

ち
ゃ
ん

（
浜
岩
泉
）

 

君
成
田 

楓
か
え
で

く
ん

（
甲
地
）

 

菊
地 

梓あ

づ

菜な

ち
ゃ
ん

（
沼
袋
）

 

工
藤 

陸り

く

大と

く
ん

（
西
和
野
）

 

工
藤 

友ゆ

う

香か

ち
ゃ
ん

（
真
木
沢
）

 

熊
谷 

幸こ

う

芽め

ち
ゃ
ん

（
七
滝
）

 

熊
谷 

陽は

る

香か

ち
ゃ
ん

（
猿
山
）

 

熊
谷 

和ほ

の

香か

ち
ゃ
ん

（
島
越
）

 

坂
本 

崇
し
ゅ
う

く
ん

（
田
野
畑
）

 

則
竹 

文ぶ

ん

惺せ

い

く
ん

（
村
外
へ
）

 

畠
山 

弥み

来ら

い

ち
ゃ
ん

（
甲
地
）

 

畠
山 

歩
あ
ゆ
み

ち
ゃ
ん

（
羅
賀
）

 

山
根 

恵け

い

太た

く
ん

（
羅
賀
）

 

砂
森 

美み

咲さ

輝き

ち
ゃ
ん

（
真
木
沢
）

 

佐
々
木 

咲さ

幸ゆ

き

ち
ゃ
ん

（
浜
岩
泉
）
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竹
田 

勇は

や

星せ

く
ん

（
村
外
へ
）

 

佐
々
木 

美み

緒お

ち
ゃ
ん

（
島
越
）

 

佐
々
木 

優ゆ

う

太た

郎ろ

う

く
ん

（
菅
窪
）

 

佐
藤 

ま
つ
り
ち
ゃ
ん

（
西
和
野
）

 

武
田 

柚ゆ

ず

姫き

ち
ゃ
ん

（
北
山
）

 

中
村 

凛り

月づ

き

ち
ゃ
ん

（
羅
賀
）

 

早
野 

花か

音の

ん

ち
ゃ
ん

（
島
越
）

 

町
平 

希き

凜り

ち
ゃ
ん

（
菅
窪
）
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ここから前に、
これからも共に

　
３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分
、
東
日

本
大
震
災
の
発
生
か
ら
１
年
が
た
ち
ま

し
た
。

　
あ
の
日
僕
は
、
学
校
（
宮
古
高
校
）

で
課
外
授
業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
突

然
鳴
り
響
い
た
、
緊
急
地
震
速
報
を
伝

え
る
携
帯
電
話
。
す
ぐ
に
大
地
震
が
襲

い
、
真
っ
先
に
机
の
下
に
も
ぐ
り
、
揺

れ
が
収
ま
る
の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　「
家
族
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」「
家
は

大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」。
心
配
で
心
配
で

た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
数
分
後
に
発
令
さ
れ
た
大
津
波
警

報
。
僕
は
宮
古
高
校
か
ら
見
え
る
閉
伊

川
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
川

は
逆
流
し
、
船
や
車
が
流
さ
れ
、
津
波

は
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の
大
き
さ
で
し

た
。
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
り
、
何
も

考
え
ら
れ
ず
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
日
は
、
ほ
と
ん

ど
の
同
級
生
が
寒
い
教
室
で
暗
幕
に
く

る
ま
っ
て
泊
ま
り
ま
し
た
。

　
田
野
畑
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

次
の
日
の
午
後
で
し
た
。
両
親
が
迎
え

に
来
て
く
れ
て
、
田
野
畑
の
同
級
生
た

ち
と
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
帰
っ
て
か
ら
知
っ
た
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
津
波

で
流
さ
れ
た
と
い
う
事
実
。

　
兄
が
初
め
て
野
球
を
学
ん
だ
ス
ポ
少

の
監
督
、
妹
に
バ
レ
ー
を
教
え
て
く
れ

た
監
督
、
僕
ら
き
ょ
う
だ
い
に
習
字
を

教
え
て
く
れ
た
友
達
の
お
母
さ
ん
。
小

さ
い
と
き
か
ら
成
長
を
見
守
り
、
い
つ

も
声
を
掛
け
て
く
れ
た
川
向
地
区
の
お

じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
。
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

　
島
越
を
訪
れ
た
の
は
、
１
週
間
後
く

ら
い
の
こ
と
で
し
た
。
悲
惨
な
光
景
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
不
思
議
と
涙
は

出
ず
、
変
わ
り
果
て
た
島
越
の
姿
に
驚

き
、
家
や
思
い
出
の
物
を
一
つ
で
も
多

く
見
つ
け
よ
う
と
必
死
に
探
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
見
つ
か

り
ま
し
た
が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
い
ま

だ
行
方
不
明
の
ま
ま
で
す
。
早
く
見
つ

か
っ
て
ほ
し
い
、
そ
れ
だ
け
で
す
。

　
海
が
好
き
で
、
海
に
生
き
た
お
じ
い

ち
ゃ
ん
。
４
人
の
子
ど
も
を
育
て
、
そ

ば
で
支
え
て
き
て
く
れ
た
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
。
正
月
に
な
る
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

書
き
初
め
を
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

も
う
書
き
初
め
が
で
き
な
く
な
る
と
思

う
と
、
本
当
に
寂
し
い
で
す
。
作
品
は

全
て
流
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
切
な
家
族

と
の
思
い
出
は
一
生
消
え
ま
せ
ん
。

　「
き
っ
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
南
洋

の
海
で
若
い
頃
の
よ
う
に
船
に
乗
り
、

マ
グ
ロ
を
追
い
か
け
て
い
る
に
違
い
な

い
」
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
の
日
か
ら
１
年
が
た
ち
、
僕
は
春

か
ら
大
学
生
で
す
。
環
境
に
関
心
が

あ
っ
た
僕
は
、
北
海
道
教
育
大
学
に
進

学
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　
今
の
僕
は
ま
だ
、
社
会
に
出
て
役
立

つ
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
外
か

ら
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
、
僕
自
身
の
人

間
力
を
高
め
、
学
習
し
、
こ
の
大
震
災

に
遭
い
な
が
ら
県
外
に
進
学
す
る
こ
と

を
許
し
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
、
有

意
義
な
４
年
間
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
将
来
は
、
長
く
か
か
る
で
あ

ろ
う
岩
手
の
復
興
に
役
立
つ
人
間
と
し

て
活
躍
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　
こ
の
１
年
間
で
日
本
全
国
、
世
界
中

の
皆
さ
ん
か
ら
ご
支
援
を
受
け
、
励
ま

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
衣
服
や
食
料
、
野

球
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
、
た
く
さ
ん
の
支
援
、

温
か
い
声
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
僕
は
決
し
て
、
あ
の
日
の
こ
と
を
忘

れ
ま
せ
ん
。
後
世
に
語
り
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
当
た
り
前
の

こ
と
が
当
た
り
前
に
、
い
つ
も
の
こ
と

が
い
つ
も
の
よ
う
に
で
き
る
生
活
が
い

か
に
幸
せ
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。
岩
手
県
田
野
畑
村
島
越

で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
を
胸
に
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
精
い
っ
ぱ
い
歩
ん
で
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

全
て
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

遺
族
代
表
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

遺族代表

佐々木  誉
ほ ま れ

さん
（18）＝島越＝

村内外から約600人が参列し、大震災犠牲者に哀悼の意を表した

　

追
悼
式
で
遺
族
を
代
表
し
「
追
悼
の

こ
と
ば
」
を
読
み
上
げ
た
佐
々
木
誉
さ

ん（
18
）＝
島
越
。
込
み
上
げ
る
涙
を
必

死
で
こ
ら
え
、
津
波
の
犠
牲
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
祖
父
母
へ
の
思
い
、
そ
し
て

自
ら
の
決
意
を
話
し
ま
し
た
。

　
小
雪
舞
う
３
月
11
日
、
田
野
畑
中
学

校
体
育
館
で
「
田
野
畑
村
東
日
本
大
震

災
一
周
年
追
悼
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
震
災
発
生
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
年
が
過

ぎ
た
こ
の
日
。
村
内
外
か
ら
約
６
０
０

人
が
参
列
し
、
犠
牲
者
に
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
し
た
。

　
国
が
行
う
式
典
の
国
歌
斉
唱
、
黙
と

う
、
野
田
内
閣
総
理
大
臣
の
式
辞
、
天

皇
陛
下
の
お
こ
と
ば
を
映
像
中
継
し
た

後
、
村
追
悼
式
を
進
行
し
ま
し
た
。

　
上
机
莞
治
村
長
は
「
復
興
へ
の
道
の

り
は
決
し
て
平
た
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
大
震
災
を
後
世
に
伝
え
、
災

害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
村
と
し
て
よ

み
が
え
ら
せ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
魅
力

あ
る
村
を
目
指
し
ま
す
。
皆
さ
ん
と
一

丸
と
な
っ
て
未
来
に
向
け
た
復
興
に
果

敢
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
式
辞
。

　
遺
族
代
表
の
追
悼
の
こ
と
ば
な
ど
の

後
は
、
参
列
者
が
祭
壇
に
献
花
を
行
い
、

手
を
合
わ
せ
て
津
波
犠
牲
者
の
安
ら
か

な
眠
り
を
祈
り
ま
し
た
。

献花を行う参列者

「Proud! Japan」（プラウドジャパン）は、「大震災の中でも周囲を気遣い、助
け合う被災地の人たちや命懸けで救援活動に励む人たちは日本の誇り。みんな
で応援しよう」と復興への願いを込め、静岡県の広報担当者が始めた運動です。

３.11
あの日から１年
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住宅や防災センターを襲った津波は旧羅賀児童館付近まで押し寄せた。がれき撤去が終わり、被災した防災センターは取り壊した 番屋群やトイレ、建設中だった製塩施設など全てが流出。再生プロジェクトには続々と支援が寄せられている

ホテル３階にまで押し寄せた津波は客室や大浴場などを破壊。11月の再開を目指し、４月中には工事に着手する予定住宅をのみ込み、そこにあった幸せな生活も奪い去った津波。今は電柱が立ち並び、ライフラインなどが復旧

【机浜番屋群】 震災前 被災直後 震災から１年

【ホテル羅賀荘】 震災前 被災直後 震災から１年

【羅賀・大宮神社から】 震災前 被災直後 震災から１年

【島越・郵便局付近】 震災前 被災直後 震災から１年

　
被
災
地
の
移
り
変
わ
り

　
　
　
　
震
災
前
・
直
後
・
１
年
後

村
を
襲
っ
た
地
震
・
津
波

　
平
成
23
年
３
月
11
日
、
午
後
２
時
46

分
、
本
村
で
震
度
４
を
観
測
し
た
「
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
が
発
生
。
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
と
い
う
国
内
観

測
史
上
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
、

村
は
数
分
間
に
わ
た
り
大
き
く
揺
さ
ぶ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
約
40
分
後
、
沿
岸

部
に
襲
い
か
か
っ
た
大
津
波
―
。

　
繰
り
返
し
押
し
寄
せ
た
で
あ
ろ
う
大

津
波
は
、
多
く
の
尊
い
命
、
幸
せ
な
生

活
、
大
切
な
財
産
を
一
瞬
で
奪
い
去
り

ま
し
た
。
目
の
前
に
広
が
っ
た
の
は
目

を
背
け
た
く
な
る
、
つ
ら
く
悲
し
い
惨

状
。
村
沿
岸
部
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

続
い
た
不
安
と
支
え
合
い

　
地
震
発
生
直
後
か
ら
村
内
全
域
は
停

電
と
な
り
、
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
も

つ
な
が
ら
な
い
状
態
。
被
害
状
況
も
分

か
ら
な
い
中
で
家
族
と
の
連
絡
も
な
か

な
か
取
れ
ず
、
私
た
ち
は
大
き
な
不
安

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
状
況
の
中
、
村
内
に
広
が
っ

た
支
え
合
い
の
心
。
内
陸
部
の
自
治
会

な
ど
は
、
自
主
的
に
お
に
ぎ
り
な
ど
を

炊
き
出
し
。
岩
泉
高
校
田
野
畑
校
の
生

徒
も
、
支
援
物
資
の
仕
分
け
作
業
な
ど

に
連
日
汗
を
流
し
て
く
れ
ま
し
た
。
一

番
大
変
で
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
被

災
者
の
皆
さ
ん
は
避
難
所
内
に
自
治
組

織
を
結
成
し
、
食
事
準
備
や
避
難
所
運

営
を
協
力
し
合
い
ま
し
た
。

　
大
震
災
発
生
直
後
か
ら
毎
日
の
よ
う

に
届
け
ら
れ
た
支
援
物
資
。
水
、
食
料
、

衣
料
、
日
用
品
な
ど
世
界
中
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
善
意
は
、
避
難
所
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
被
災
者
の
皆
さ
ん
の
命
を

つ
な
ぎ
と
め
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
村
に
集
ま
っ
た
自
衛
隊
員

や
警
察
官
な
ど
の
頼
も
し
い
応
援
隊
も
、

不
慣
れ
な
土
地
に
も
関
わ
ら
ず
、
村
の

た
め
に
力
を
尽
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
世
界
中
か
ら
の
温
か
い
支
援

は
、
あ
の
日
か
ら
１
年
が
過
ぎ
た
今
で

も
変
わ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
ま
す
。

見
せ
た
漁
業
者
の
団
結
力

　
大
震
災
発
生
か
ら
２
週
間
あ
ま
り
が

過
ぎ
た
29
日
、
被
災
地
の
が
れ
き
撤
去

を
始
め
ま
し
た
。
約
３
カ
月
を
要
し
た

そ
の
作
業
で
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
の

は
、
津
波
で
被
災
し
た
皆
さ
ん
。
重
機

が
入
れ
な
い
場
所
は
手
作
業
が
不
可
欠
。

漁
師
生
活
な
ど
で
培
っ
た
強
じ
ん
な
体

と
精
神
力
で
、
が
れ
き
を
次
々
と
取
り

除
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
６
月
に
は
天
然
ワ
カ
メ
の
共
同
採
取

を
実
施
。
村
内
の
漁
船
約
５
５
０
隻
の

う
ち
５
０
０
隻
以
上
が
津
波
で
流
出
し

た
中
、
被
災
を
免
れ
た
34
隻
の
サ
ッ
パ

船
を
使
い
１
６
５
人
が
共
同
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　
７
月
29
日
は
、
サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ズ
が
再
開
。「
俺
た
ち
の
海
!!
」

と
書
か
れ
た
旗
を
な
び
か
せ
、
新
た
な

出
港
を
迎
え
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
秋
サ
ケ
漁
や
養
殖
ワ
カ
メ

の
作
業
な
ど
、
漁
業
者
の
皆
さ
ん
は
常

に
協
力
。
震
災
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と

一
つ
に
な
り
、
一
歩
ま
た
一
歩
と
前
に

踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

たのはた児童館にはアニメ「忍たま
乱太郎」が訪問（昨年10月18日）

早稲田大学からもさまざまな支援
を受けた（写真は思惟の森の会）

アズビィ避難所には全国、世界中
からほぼ毎日、支援物資が届いた

深谷市からメッセージを添えた花が
仮設住宅などに届いた（３月12日）

【全国、世界各地から寄せられたさまざまな支援】

■東日本大震災の被害概要（２月29日現在）

人的被害（村民）
死亡者 行方不明者 重傷者 軽傷者
24人 15人 ５人 １人

建物被害（住家のみ）
全壊 大規模半壊 半壊 一部損壊 計
225棟 22棟 23棟 11棟 281棟

被害額（181億5409万円）

主な内容
住家・非住家…49億4964万円
水産・漁港施設…87億6598万円
観光・商工施設…25億1180万円　など
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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
大
き

な
被
害
を
受
け
て
し
ま
っ
た
本
村
。

被
害
を
受
け
て
し
ま
っ
た
人
だ
け

で
な
く
、
村
全
体
が
不
安
や
恐
怖

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時

に
、
全
国
や
世
界
中
の
皆
さ
ん
か

ら
の
支
援
を
受
け
、
人
の
心
の
温

か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
忘
れ
ら
れ
な
い
、
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
あ
の
日
か
ら
１
年
。
被
災

地
の
今
は
、
が
れ
き
が
撤
去
さ
れ

電
柱
が
立
ち
並
び
、
道
路
の
復
旧

工
事
が
進
む
な
ど
復
興
に
向
か
い

確
実
に
前
に
進
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
復
興
は
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
。

こ
れ
か
ら
も
長
い
道
の
り
が
続
き

ま
す
。

　
被
災
地
か
ら
撤
去
し
た
が
れ
き

は
、
処
理
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ズ
ビ
ィ
避
難
所

は
閉
鎖
し
ま
し
た
が
、
不
便
な
仮

設
住
宅
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
人
た
ち
が
ま
だ
ま
だ
い

ま
す
。
そ
し
て
、
い
ま
だ
15
人
も

の
人
が
行
方
不
明
の
ま
ま
で
す
。

　
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
立
ち

上
が
っ
た
人
、
立
ち
上
が
ろ
う
と

し
て
い
る
人
、
立
ち
上
が
る
の
に

も
う
少
し
時
間
が
必
要
な
人
。
被

害
に
あ
っ
た
人
た
ち
の
心
の
中
の

悲
し
み
や
つ
ら
さ
が
消
え
て
な
く

な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
が
復
興
に
向
か
っ
て
力

強
く
歩
ん
で
い
く
と
き
で
す
。

　
震
災
直
後
に
発
揮
で
き
た
「
支

え
合
い
の
心
」。
私
た
ち
は
こ
れ

か
ら
も
そ
の
心
を
大
切
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
い
つ
か
全
て
の
人

が
復
興
を
実
感
で
き
る
そ
の
日
に

向
か
い
、
皆
さ
ん
で
支
え
合
っ
て

進
み
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
か
ら
前
に
、

こ
れ
か
ら
も
共
に
―
。

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

震
災
直
後
に
広
が
っ
た

 
「
支
え
合
い
の
心
」

全ての人が復興を実感できるその日に向かい…（３月18日・復興市で見た笑顔）

　東日本大震災による大津波から１年が経過いたしました。

　死者・行方不明者合わせて39人という大勢の犠牲者のほか、住居や

船舶、漁業関係施設、道路、自動車、三陸鉄道、上下水道、公共施設

などが受けた未曽有の被害により、沿岸部、特にも島越、羅賀両地区

ではその美しい街並みが一瞬にして消滅してしまいました。

　避難所は一時600人を超える人々で埋め尽くされましたが、県内外

から続々と物資のご支援を賜りました。パン、水、米、野菜、衣類、

毛布、靴など、ありとあらゆる物資をちょうだいいたしました。

　また、被災時には警察署員、自衛隊員、消防署員、消防団員、建設

関係会社などをはじめ多くの関係機関の方々に行方不明者の捜索やが

れきの撤去に献身的にあたっていただきました。

　大津波から１年を経過する日を迎え、ここにあらためまして、これ

まで数多く寄せられましたご支援、ご援助、ご協力に対しまして、衷

心より深く深く感謝を申し上げます。ありがとうございました。

　田野畑村はこれから「未来に向けた復興」を合言葉に、一歩一歩、

確実に、かつ力強く、復旧・復興に向かって歩みを進めてまいります。

そしていつの日か必ず、震災前にも増して多くの皆さまに訪れていた

だけるよう、より魅力的な村へと成長することをお約束いたします。

　今後とも田野畑村への応援を引き続きよろしくお願い申し上げます。

平成24年３月
田野畑村長　上机莞治

１年間のご支援に
感謝申し上げます
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所得段階 対象者
基準額に　
対する割合

保険料
（年額）

改定前保険料
（年額）

第１段階
生活保護受給者、世帯全員住民税非課税の老齢
福祉年金受給者

0.50 27,500円 22,000円

第２段階
世帯全員住民税非課税で、前年の合計所得と課
税年金収入額の合計が80万円以下の人

0.50 27,500円 22,000円

第３段階
世帯全員住民税非課税で、前年の合計所得と課
税年金収入額の合計が80万円を超える人

0.75 41,300円 33,000円

第４段階
本人が住民税非課税で、世帯の中に住民税課税
者がいる人

1.00 55,000円 44,000円

第５段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得が190万円
未満の人

1.25 68,800円 55,000円

第６段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得が190万円
以上の人

1.50 82,500円 66,000円

※第５段階と第６段階の所得段階の境界を200万円から190万円に引き下げました

　
介
護
保
険
制
度
は
、
老
後
の
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
実
績
な
ど
に
基
づ
き
、
３
年
ご

と
に
保
険
料
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
は
そ
の
見
直
し
の
年
。
今
後
３
年

間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
な
ど
の
増
加

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
平
成
24
年
度
か
ら

26
年
度
ま
で
の
保
険
料
を
下
表
の
と
お
り

見
直
し
ま
し
た
。

　
事
業
費
の
見
込
額
や
65
歳
以
上
の
人
数

な
ど
で
算
出
す
る
「
基
準
額
」。
今
回
の

見
直
し
で
村
基
準
額
は
５
万
５
千
円
と
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
負
担
い
た
だ
く
介
護

保
険
料
は
、
そ
の
基
準
額
に
所
得
区
分
な

ど
に
応
じ
た
段
階
ご
と
の
割
合
を
乗
じ
た

額
で
す
。

　
保
険
料
は
、
み
ん
な
で
介
護
保
険
制
度

を
支
え
合
う
大
切
な
財
源
。
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
よ
う
、
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

◆�

問
い
合
わ
せ
先
…
生
活
環
境
課（
☎
34

－

２
１
１
４
　
内
線
22
）

基準額

大震災で被災した
皆さんにお知らせ

　保険料と利用負担額の軽
減 を９月30日まで 延 長しま
した。すでに申請済みの人、
決定を受けた人の再手続き
は不要です。
　食費と居住費の減免は２月
29日で終了しています。

65歳以上の皆さん

介護保険料が変わります

レクリエーションを楽しむリアス倶楽部入所者と地域の皆さん（資料写真）

全国で奨励賞に入賞した向井さんの作品

　
㈳
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
や
毎
日

新
聞
社
な
ど
が
主
催
す
る
第
23
回
読
書

感
想
画
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
の
小
学
校
高

学
年
の
部
で
、
田
野
畑
小
学
校
５
年
の

向
井
亜あ

美み

さ
ん
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
作
品
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
指
定
図
書

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
少
女
マ
ジ
ャ
ミ

ン
」
を
読
ん
だ
感
想
を
描
い
た
も
の
で

す
。
本
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
日
常
を

描
い
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。
学
校
の

先
生
に
な
る
夢
を
持
っ
て
い
る
主
人
公

マ
ジ
ャ
ミ
ン
。
そ
の
夢
を
か
な
え
て
学

校
で
楽
し
く
授
業
す
る
様
子
を
想
像
し
、

き
れ
い
な
色
使
い
で
表
現
し
ま
し
た
。

　
向
井
さ
ん
は
「
全
国
で
の
入
賞
は
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
本
を
読
む
こ
と

も
好
き
だ
け
ど
、
そ
れ
以
上
に
絵
を
描

く
こ
と
が
大
好
き
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ

い
ろ
な
絵
を
描
い
て
み
た
い
で
す
」
と

喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

第23回読書感想画中央コンクール

田野畑小５年

向井亜美さん奨励賞

恵
ま
れ
な
か
っ
た
金
子
君
で
す
が
、
合

宿
や
試
合
を
通
し
、
大
き
な
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。「
出
場
し
た
選
手
は
み
ん

な
、
い
い
も
の
を
持
っ
て
い
て
、
期
待

に
応
え
て
い
た
。
自
分
も
期
待
に
応
え

ら
れ
る
選
手
に
な
り
た
い
」
と
次
な
る

目
標
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

◆
試
合
結
果

１
回
戦
…
山
形
県
選
抜
（
山
形
）　

　
　
　
　
７
―
０
（
５
回
コ
ー
ル
ド
）

準
決
勝
…
い
わ
き
松
風
ク
ラ
ブ（
福
島
）

　
　
　
　
２
―
０

決
勝
…
…
由
利
本
荘
選
抜
（
秋
田
）

　
　
　
　
１
―
４

　
３
月
17
、
18
の
両
日
、仙
台
市
の
シ
ェ

ル
コ
ム
せ
ん
だ
い
で
開
催
さ
れ
た
「
楽

天
イ
ー
グ
ル
ス
杯
第
９
回
東
北
中
学
校

選
抜
大
会
」。
そ
の
岩
手
県
選
抜
チ
ー

ム
に
、
田
野
畑
中
学
校
２
年
の
金
子
宗し

ゅ
う

平へ
い

君
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
県
選
抜
は
、
県
内
各
地
か
ら
選
出

さ
れ
た
22
人
。
田
野
畑
中
野
球
部
で
は

１
番
打
者
で
中
堅
手
の
金
子
君
。
広
い

守
備
範
囲
と
、
チ
ャ
ン
ス
に
強
い
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
で
、
小
学
生
時
代
か
ら
チ
ー

ム
を
県
大
会
優
勝
や
全
国
大
会
出
場
な

ど
に
導
い
て
き
ま
し
た
。

　
今
大
会
、
残
念
な
が
ら
出
場
機
会
に

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
杯
第
９
回
東
北
中
学
校
選
抜
大
会

田
野
畑
中
２
年

金
子
宗
平
君
が

県
選
抜
に

選
出
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●
岩
泉
高
等
学
校
田
野
畑
校
の
歩
み

昭
和
23
年

　
・ 

田
野
畑
中
学
校
校
舎
を
借
用
し
、
県
立
岩

　
　 

泉
農
業
高
等
学
校
田
野
畑
分
校
（
定
時
制

課
程
）
開
校

昭
和
24
年

　
・ 

県
立
岩
泉
高
等
学
校
田
野
畑
分
校
と
改
称

昭
和
28
年

　
・
中
学
校
新
築
に
伴
い
校
舎
を
全
面
借
用

昭
和
29
年

　
・
島
越
分
室
を
設
置
（
30
年
３
月
廃
止
）

昭
和
30
年

　
・
平
井
賀
分
室
を
設
置（
31
年
３
月
廃
止
）

昭
和
31
年

　
・
沼
袋
臨
時
教
室
を
設
置
（
32
年
３
月
廃
止
）

昭
和
40
年

　
・
村
か
ら
土
地
を
借
用
し
、
校
舎
を
新
築

昭
和
41
年

　
・
新
校
舎
に
移
転
、
落
成
記
念
式
典

昭
和
43
年

　
・
体
育
館
、
調
理
室
を
新
築

昭
和
46
年

　
・
全
日
制
課
程
と
な
る

　
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
造
成

昭
和
47
年

　
・
特
別
教
室
を
新
築

昭
和
49
年

　
・
学
級
増
（
２
学
級
編
成
）

昭
和
51
年

　
・
学
級
増
に
伴
う
仮
設
校
舎
完
成

昭
和
53
年

　
・
学
級
減
（
１
学
級
編
成
）

　
・
創
立
30
周
年
記
念
式
典

昭
和
56
年

　
・ 

第
20
回
県
高
校
軟
式
野
球
新
人
大
会
優
勝

昭
和
62
年

　
・ 

第
26
回
県
高
校
軟
式
野
球
新
人
大
会
優
勝

平
成
２
年

　
・
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
完
成

平
成
３
年

　
・
県
立
岩
泉
高
等
学
校
田
野
畑
校
と
改
称

平
成
４
年

　
・
武
道
場
完
成

平
成
７
年

　
・
平
成
７
、
８
年
度
伝
統
文
化
教
育
推
進
指

　
　
定
校
と
な
る

　
・
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
郷
土
芸
能
部
門
で

　
　 

文
部
大
臣
奨
励
賞
、
放
送
部
門
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
部
門
で
奨
励
賞
（
共
に
最
高
賞
）
を

受
賞

　
・
全
国
高
文
祭
の
優
秀
校
東
京
公
演
（
国
立

　
　
劇
場
）
で
菅
窪
鹿
踊
・
剣
舞
を
演
舞

平
成
８
年

　
・
全
国
高
文
祭
放
送
部
門
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

　
　
ジ
部
門
で
特
別
賞
受
賞

　
・
わ
こ
う
ど
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
で

　
　
優
秀
賞
受
賞

　
・
千
代
田
杯
テ
レ
ビ
制
作
ド
ラ
マ
・
ド
キ
ュ

　
　
メ
ン
ト
部
門
で
優
秀
賞
受
賞

　
・
ス
ク
ー
ル
ペ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
で
通
商
産

　
　
業
大
臣
賞
受
賞

平
成
９
年

　
・
校
舎
、
調
理
室
の
大
規
模
改
修
工
事
、
特

　
　
別
教
室
棟
改
修
工
事
を
完
了

　
・
全
国
高
文
祭
放
送
部
門
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

　
　
ジ
部
門
で
奨
励
賞
受
賞

　
・
千
代
田
杯
テ
レ
ビ
制
作
ド
ラ
マ
・
ド
キ
ュ

　
　
メ
ン
ト
部
門
で
優
良
賞
受
賞

平
成
10
年

　
・
創
立
50
周
年
記
念
式
典

　
・
千
代
田
杯
テ
レ
ビ
制
作
ド
ラ
マ
・
ド
キ
ュ

　
　
メ
ン
ト
部
門
で
最
優
秀
賞
受
賞

平
成
15
年

　
・
全
国
高
文
祭
放
送
部
門
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

　
　
ジ
部
門
で
文
化
連
名
賞
受
賞

平
成
20
年

　
・
創
立
60
周
年
記
念
式
典

平
成
22
年

　
・
全
日
制
課
程
普
通
科
募
集
停
止

平
成
24
年

　
・
閉
校
式
典
、
思
い
出
を
語
る
会

　
岩
泉
高
校
田
野
畑
校
の
閉
校
式
は

３
月
３
日
、
同
校
体
育
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
午
後
２
時
か
ら
行
わ
れ
た

式
に
は
、
卒
業
式
を
終
え
た
ば
か
り

の
生
徒
13
人
、
保
護
者
、
教
職
員
、

同
窓
生
や
地
域
住
民
な
ど
約
１
８
０

人
が
出
席
。
思
い
出
詰
ま
っ
た
母
校

と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　
式
典
に
先
立
ち
、
生
徒
13
人
が
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
学
校
の
沿
革
を
紹

介
。
田
野
畑
校
の
輝
か
し
い
歴
史
を

振
り
返
り
「
63
年
間
あ
り
が
と
う
」

と
締
め
く
く
る
と
、
会
場
は
大
き
な

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
夏
井
敬
雄
校
長
は
「
田
野
畑
校
創

設
期
に
お
け
る
『
困
難
を
乗
り
越
え

て
学
び
続
け
る
精
神
』
が
、
そ
の
後

の
発
展
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
軟

式
野
球
や
郷
土
芸
能
、
放
送
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
、
小
規
模
校
に
し
て
全

国
レ
ベ
ル
の
活
躍
を
成
し
遂
げ
て
き

ま
し
た
。
最
後
の
卒
業
生
13
人
が
震

災
の
恐
怖
を
乗
り
越
え
、
全
力
で
活

動
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
地
域
の
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
」
と
式
辞
。

　
生
徒
会
長
の
坂
本
奈
々
美
さ
ん
は

「
田
野
畑
校
の
歴
史
に
偉
大
な
足
跡

を
残
し
て
く
れ
た
先
輩
方
に
少
し
で

も
近
づ
こ
う
と
、
部
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん

だ
３
年
間
。
本
年
度
の
部
活
動
で
は
、

全
員
が
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
地
域
に
愛
さ
れ
、
大

切
に
見
守
ら
れ
て
き
た
学
校
の
閉
校

は
残
念
で
す
。
で
も
、
田
野
畑
校
の

歴
史
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
精
神
は
、

私
た
ち
の
心
の
中
に
ず
っ
と
生
き
続

け
ま
す
」
と
生
徒
代
表
の
あ
い
さ
つ

を
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
は
校
歌
斉
唱
。
田
野

畑
校
へ
の
感
謝
を
込
め
て
歌
う
最
後

の
校
歌
が
体
育
館
に
響
き
渡
り
、
岩

泉
高
校
田
野
畑
校
は
そ
の
63
年
間
の

歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
同
日
午
後
５
時
か
ら
は
、
会
場
を

岩
泉
町
の
ホ
テ
ル
に
移
し
て
「
思
い

出
を
語
る
会
」
を
開
催
。
約
１
３
０

人
が
出
席
し
、
母
校
の
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
田
野
畑
校
卒

業
生
が
多
く
在
籍
す
る
菅
窪
鹿
踊
保

存
会
に
よ
る
「
菅
窪
鹿
踊
」。
勇
壮

な
舞
に
、
リ
ズ
ム
を
と
っ
た
り
写
真

を
撮
影
し
た
り
す
る
旧
職
員
の
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
閉
校
を
惜
し
み
な

が
ら
も
、
久
し
ぶ
り
の
再
開
を
喜
び

酒
を
酌
み
交
わ
す
同
窓
生
や
旧
職
員
。

思
い
出
の
ス
ピ
ー
チ
も
聞
こ
え
な
い

ほ
ど
に
、
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　
田
野
畑
校
は
昭
和
23
年
、
岩
泉
農

業
高
校
田
野
畑
分
校
と
し
て
開
校
。

以
来
63
年
間
で
１
３
９
９
人
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

岩泉高との合同文化祭（H23）

田
野
畑
校

あ
の
日
、
あ
の
時
…

　田野畑校は、生徒個々の成長を見守るこ
とができる、優しさあふれる学校。理想的
な学校だったかもしれません。最後の生徒
たちは、さまざまなことを乗り越え、たく
ましく成長。ここで過ごした３年間、私自
身も育てていただきました。63年間の生徒、
教職員、地域の皆さん、そして学校活動の
全てに心から「ありがとうございました」。

岩泉高校田野畑校

内舘由
ゆ

美
み

副校長

優しさあふれる学校
私も育ててもらった

　閉校が決まったことはやむを得ませんが、
怒りと悲しみの気持ちは消えません。閉校
式や思い出を語る会に、想像していたより
も多くの同窓生、旧職員の皆さんが出席。
それだけ思い入れのある学校なんだとあら
ためて感じました。学校が無くなる寂しさ
よりも悔しさが残っているのが本音。でも

「田野畑校よ、63年間本当にありがとう」

閉校事業実行委員会

佐々木菊
き く

三
さ ぶ

郎
ろ う

会長

思い入れのある学校
悔しさ残るのが本音

❶田野畑校1399人目、最後の卒業
生は佐々木史也君❷学校の沿革を
紹介したスライドのナレーションは
生徒13人❸それぞれの思いを胸に
最後の校歌斉唱❹懐かしい顔との
再開に思い出話の花が咲く❺同窓
生や旧職員は思い出のスピーチ❻
サクラシンマチも駆け付けてくれた
　

高総体開会式で菅窪鹿踊（H21） 新校舎（現在の校舎）が完成（S40） 中学校を借用し昭和23年開校

輝かしい歴史に幕―
岩泉高校田野畑校が閉校

輝かしい歴史に幕―
岩泉高校田野畑校が閉校

❶

❷❸

❹❺❻
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笑顔で「ありがとう」
今、学びやを巣立つ

岩泉高校田野畑校最後の卒業生は13人。就職、進学とそれ
ぞれが自分の目指した進路に向かい進んでいきます。大震
災を乗り越えボランティア活動にも積極的だった13人にイ
ンタビュー。（❶出身❷卒業後の進路❸卒業にあたり一言）

 　

坂本  奈
な

々
な

美
み

さ
ん

❶田野畑❷県外・専門
学校❸最後の生徒会長
として卒業。パティシ
エ目指して頑張ります

佐藤  光
ひかる

さ
ん

❶大芦❷県外・就職❸
働きながら看護師を目
指します。村のことを
誇りに思い頑張ります

下田  果
か

怜
れ ん

さ
ん

❶島越❷県外・就職❸
転校してきてたった１
年だったけど、とても
楽しい学校生活でした

西倉  瑞
み ず

貴
き

さ
ん

❶岩泉町❷県外・就職
❸３年間支えてくれた
家族、友達、先生、地
域の方々に感謝します

佐藤  祐
ゆ う

樹
き

 
君

❶羅賀❷盛岡市・専門
学校❸介護を学びなが
ら、復興に向け自分が
できることを模索する

澤里  直
な お

樹
き

 
君

❶久慈市❷宮城県・就
職❸仲間と一緒に何で
も全力で取り組んだ３
年間。ありがとう田高

畠山  史
ふ み

也
や

 
君

❶尾肝要❷村内・就職
❸高校３年間、さまざ
まな活動をとおし、前
向きな気持ちになれた

中田  大
だ い

喜
き

 
君

❶普代村❷二戸市・専
門学校❸普代と田野畑
は隣接する村。今後も
よろしくお願いします

佐々木  勇
ゆ う

人
と

 
君

❶尾肝要❷盛岡市・専
門学校❸介護を学び、
２ 年 後 介 護 福 祉 士 に
なって村に戻ってくる

佐々木  翔
しょう

真
ま

 
君

❶北山❷宮古市・専門
学校❸学校は閉校する
けど、僕たちの心の中
にずっと生き続ける

奥地  康
や す

亘
の ぶ

 
君

❶板橋❷県外・就職❸
東京で大工修行をしっ
かり積み、いつか村に
戻って家を建築したい

熊谷  日
ひ

和
よ り

さ
ん

❶大芦❷県外・短大❸
他校とはきっとひと味
もふた味違う学校生活。
楽しい３年間でした

大木  洋
ひ ろ

斗
と

 
君

❶西和野❷村内・就職
❸地元建設会社、そし
て野球チーム「下北ピ
ストルズ」で頑張る



深谷の招待受け大学生と交流

映画や工作に子どもたち笑顔

三鉄運行再開祝うビデオ撮影
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Tanohata　Topics

　田野畑小学校（早川幸男校長、児童174人）
の５、６年生の希望者42人は３月18～20日
まで、深谷市を訪れて埼玉工業大学の学生
などと交流しました。これは、村の小学生
に震災のことを忘れ、夢と元気を与えよう
と深谷市社会福祉協議会が企画してくれた
もの。18日の夜は、学生と一緒にスライム
作りをしたり、液体窒素を使った化学実験
を楽しんだりしました。19日は東京ディズ
ニーランドを満喫。１日中アトラクション
を楽しみ、夢のような時間を過ごしました。 液体窒素で風船を凍らせる実験に興味津 （々写真提供：深谷市社協）

　「東北アニメDEエール」は３月20日、アズ
ビィホールで開催されました。これは、映
画会社などが被災地の子どもに元気になっ
てもらおうと企画したもの。人気アニメ
「ちびまる子ちゃん」「ケロロ軍曹」を迫力
の巨大スクリーンで楽しみました。映画の
後は、アニメの絵を写して塗り絵をしたり、
おもちゃ作りをしたりしました。工藤友

ゆ う

香
か

ちゃん（6）＝真木沢＝は「映画も面白かっ
たし、絵も上手に描けました。とっても楽
しかったです」と笑顔を見せていました。 映画の後はアニメの絵を写して塗り絵をしたり工作をしたりして楽しんだ

「電車ごっこ」が田野畑駅前に到着し、笑顔で手を振る参加者

　三陸鉄道の田野畑－陸中野田間の運行再
開の喜びを伝える映像撮影が３月４日、田
野畑駅で開催されました。集まった約70人
は、「電車ごっこ」風にロープでつながり
行進。田野畑駅前で待ち受ける上机村長や
さんてつくんが手を振って出迎えました。
参加した佐々木澄

す み

風
か

ちゃん（田野畑小１）は
「電車ごっこは楽しかったけど、早く本物
の三鉄に乗りたい」と運行再開を待ち望ん
でいました。完成した映像は、三陸鉄道ホー
ムページなどで閲覧することができます。

交通死亡事故ゼロ５年を達成
　村は３月２日で交通死亡事故ゼロ５年を
達成し、県警本部長から表彰されました。
伝達式は５日、役場談話室で行われ、瀬川
正範岩泉警察署長から上机莞治村長に称賛
状が手渡されました。上机村長は「大震災
から１年。災害や事故のない安心安全な村
づくりの必要性を一層感じている。今後も
啓発などを通し、交通事故のない村を目指
したい」と話しました。村内で発生した最
後の交通死亡事故は平成19年３月、明戸地
内。死亡事故ゼロ期間は県内第１位です。瀬川岩泉警察署長から称賛状を受け取る上机村長㊧

約10曲のピアノの調べに聞き入った

ピアノ生演奏中学生聴き入る
　オーストリアウィーン在住の樋尾真

ま

澄
す み

さ
ん、美

み

保
ほ

さん夫妻によるピアノコンサート
が３月１日、田野畑中学校で開催されまし
た。樋尾さん夫妻は、海外のコンクールで
数々の賞を受賞した演奏家。また、美保さ
んは20数年前、平井中学校の生徒として本
村を修学旅行で訪れた経験があります。２

人が演奏するモーツアルトやシューベルト
など約10曲に、目を閉じ体でリズムを取り
ながら聞き入る生徒も。ホールは音楽が響
き渡り、和やかな空気に包まれていました。

村の話題Tanohata　Topics

田野畑駅を桜色にラッピング
　４月１日に陸中野田－田野畑間の運行を
再開する三陸鉄道。その再開を祝い、田野
畑駅を桜でいっぱいにするイベントが３月
24日に開催されました。あいにく天候は大
雪でしたが、久慈工業高校美術部の生徒な
どが田野畑駅の壁に桜を描きました。桜の
他、「そばにいるから頼っていいよ」「つら
いけど乗り越えていこうよ」など、全国か
ら届いた応援メッセージも描いた参加者。
田野畑駅の壁一面は鮮やかなピンク色に染
められ、一足早い春を迎えたようでした。 春の訪れを待ちわびながら、田野畑駅を桜で彩る参加者たち
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お知らせ
火　災

（２月21日～３月21日）

火 災 の【今月】　２件
発生件数【今年】　３件
無火災の連続記録

（３月21日現在）18日

人口と世帯
３月１日現在 (　) は前月比

 人口　  3,863人（- 3）
 　男　  1,900人（+ 3）
 　女　  1,963人（- 6）
 世帯  1,437世帯（± 0）

お知らせ

　村税の納付は、口座振替がお
勧めです。口座振替なら村税を
納めに行く手間が省け、納め忘
れの心配もなく、安心確実です。
◆�手続き方法…預貯金通帳と通
帳届出印鑑を持ち、下記の金
融機関の窓口で手続きをして
ください。納税義務者と口座
名義人が異なる場合でも口座
振替が可能です

◆�取り扱い金融機関…①北日本
銀行本店、支店　②岩手銀行
岩泉支店　③新岩手農業協同
組合田野畑支所　④岩手県信
用漁業協同組合連合会田野畑
村支店　⑤ゆうちょ銀行また
は村内の各郵便局

◆�取り扱い村税…①個人村県民
税（普通徴収）　②固定資産
税　③軽自動車税　④国民健
康保険税

◆�開始日…金融機関で手続きし
た日の翌月末の納期分から

◆�問い合わせ先…税務課（☎34-

2112　内線32）

   村税納付に口座振替の利用を

　森林法が改正され、今年４月
以降に森林の所有者になった人
（個人、法人を問わず）は、面
積に関わらず村長への届け出が
義務付けられました。
◆�対象者…売買や相続などで森
林の土地を取得した人

◆�届け出期間…土地取得から90

日以内。必要書類は産業振興
課に問い合わせてください

◆�届け出・問い合わせ先…産業
振興課（☎34-2111　内線43）

   森林取得したら届け出を

　広報たのはたに、村内企業な
どの求人情報を掲載しませんか。
掲載を希望する場合は、政策推
進課に連絡してください。
◆�締切日…①１日号：前月15日
②お知らせ版：当月８日

◆掲載料…無料
◆�申し込み・問い合わせ先…政
策推進課（☎34-2111  内線62）

   広報に求人情報を載せませんか

　村は、就学前乳幼児の医療費
助成事業に加え、小中学生の医
療費も助成しています。
◆�助成期間…就学時から15歳に
達した３月31日まで

◆�対象医療機関…保健医療機関
および保険薬局

◆�給付方法…医療機関の窓口で
いったん医療費の自己負担分
を支払った後、役場に申請

◆�申請方法…医療費（一部負担
金）の領収書、健康保険証、
金融機関の口座番号（保険者
名義）、印鑑を持参。役場生
活環境課で所定の用紙に必要
事項を記入して申請

◆�申請・問い合わせ先…生活環
　 境課（☎34-2114　内線25）

   小中学生の医療費を助成中

　ポリオは、ほとんどの場合が
症状なく経過しますが、一部の
人には永久まひが残る病気です。
海外ではまだ流行している地域
があり、日本に入ってくる可能
性もあります。ワクチンを接種
して予防しましょう。
◆日時…４月11日㈬
　　　　午後４時～４時15分
◆場所…診療所
◆接種料…無料（村が負担）
◆対象者
　① １回目…生後３カ月から１

歳６カ月まで
　② ２回目…１回目接種後６週
間が過ぎてから７歳６カ月
まで

◆�その他…予約不要。下痢をし
ている子は接種できません

◆�問い合わせ先…保健福祉課
（☎33-3102）

   ポリオの予防接種を実施
　２月11日にアズビィホール前
で撮影した「復興の狼煙ポスタ
ー」が完成しました。撮影時に
配布した「証」を持参して役場政
策推進課で引き換えてください。
ポスターに残部がありますので、
「証」を持っていない人で希望す
る人も受け取ってください。
◆�引換日時…４月27日㈮までの
月～金曜日

　午前８時30分～午後５時30分
◆配布場所…役場政策推進課
◆�その他…郵送や電話予約など
には対応できません。数に限
りがあるため１人１枚までと
します

◆�問い合わせ先…政策推進課
（☎34-2111　内線62）

   復興の狼
の ろ し

煙ポスターを配布

　山木屋（佐々木大樹代表）で
は、野菜生産に携わる季節作業
員を募集します。
◆�人数…３人
◆�作業内容…種まき、収穫、出
荷、堆肥散布、畑整備など野
菜生産全般

◆�応募資格…普通自動車運転免
許（ＡＴ限定不可）を有する人

◆給与…125,000～155,000円
◆�雇用期間…７月１日㈰～10月
31日㈬

◆�勤務時間…午前５時～午後３

時、午前９時～午後６時
◆応募期限…４月30日㈪
◆�応募方法…電話で申し込んで
ください

◆�応募・問い合わせ先…山木屋・
佐々木大樹（☎34-2172）

   野菜生産の季節作業員募集

◆日時…４月７日㈯
　　　　午後１時～５時
◆�場所…岩手産業文化センター
アピオ（滝沢村滝沢字砂込
389-20）

◆�対象…平成25年３月卒業予定
の大学院、大学、短大、高専、
専門・専修学生、既卒者およ
び一般求職者

◆�内容…参加企業との個別面談、
就職相談など

◆�問い合わせ先…㈶ふるさと
いわて定住財団（☎019-653-

8976）

   岩手県に就職しませんか

　固定資産税の課税の基になっ
ている「固定資産税課税（補充）
台帳」を縦覧します。土地売買
や家屋を取り壊した場合、台帳
の内容が訂正されていないと誤
って課税してしまうことがあり
ます。忘れずに確認をお願いし
ます。
◆�期間…４月２日㈪～５月１日
㈫　（土日祝日を除く）

◆�時間…午前９時～午後５時
◆場所…役場税務課
◆�問い合わせ先…税務課（☎
34-2112　内線31）

   固定資産課税台帳を縦覧

　固定資産税は土地、家屋、償
却資産の評価額から算出します。
平成24年度は３年に１度行う評
価替えの年。３年間の資産評価
の変動を評価額に反映します。
評価額は、４月下旬に届く納税
通知書や課税明細書を確認して
ください。
◆評価替えの概要
　 土地…県が公表する地価調査
価格や不動産鑑定価格の７割
程度を基準に決定
　 家屋…再建築費（仮に今、建
築した場合の建築費）を基準。
建築物価動向と家屋の経過年
数を反映させて決定。この評
価額は、増改築などがない限
り26年度まで３年間据え置き

◆�問い合わせ先…税務課（☎
34-2112　内線31）

   24年度は「評価替え」の年
　東日本大震災で住宅に被害を
受けた世帯の再建方法に応じて
支給する「被災者生活再建支援
金（加算支援金）」の申請期限が
４年延長されました。申請方法
など詳しいことは、復興対策室
に問い合わせてください。
◆�対象…大震災で住宅が全壊、
大規模半壊し、基礎支援金を
受給している世帯

◆�延長後の申請期限…平成30年
４月10日

◆�申請方法…住宅再建の手続き
をした世帯は、申請書（役場
で配布）に次の書類を添付し
て提出

　 ① 建築・補修…工事請負契約
書

　②購入…売買契約書（建物）
　③ 賃借…建物賃貸借契約書
（公営住宅を除く）

◆�申請・問い合わせ先…復興対
策課（☎34-2111　内線69）

   加算支援金申請期限延長

　広報たのはた縮刷版の第３集、
第４集を販売します。
◆内容
　�第３集…301号～400号
　　（平成５年５月～12年６月）
　第４集…401号～500号
　　（平成12年７月～20年10月）
◆販売金額…各5,000円
　※ 第３集、４集を同時購入の
場合、合わせて9,000円

◆販売場所…役場政策推進課
◆�その他…第１集（１～202号）、
第２集（203～300号）も販売中。
　第１集3,000円、第２集5,000円
◆�問い合わせ先…政策推進課
（☎34-2111  内線62）

   広報の縮刷版を販売します

　４月18日は「ヨイ歯の日」。歯
や口に関する悩みにお答えする
無料電話相談「ヨイ歯デーテレ
ホン相談」を実施します。
◆�日時…４月18日㈬
　　　　午前10時～午後７時
◆�受付内容…歯、口に関する悩
みについて

◆�回答方法…相談を受け付けた
後、午後７時以降に歯科医師
から相談者に電話で回答

◆相談料…無料
◆�相談電話番号…県保険医協会
ヨイ歯デーテレホン相談係
（☎019-651-7341）

   歯のテレホン相談を受け付け
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おめでた　　 おくやみ

　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課 (４月20日まで)
にお送りください。正解者の中
から抽選で５名様にプレゼント
が当たります。

Ｑ�１　平成24年度の村一般会計
予算額は？

　　Ａ）146億 428万円
　　Ｂ）125億2400万円

Ｑ�２　４月９日、田野畑小に入
学する新１年生は何人？

　　Ａ）25人
　　Ｂ）23人

Ｑ�３　３月３日、閉校式を行っ
た岩泉高田野畑校。これまで
の卒業生は何人？

　　Ａ）1399人
　　Ｂ） 13人

■前号（３月号）の正解
　Ｑ１→Ａ、Ｑ２→Ｂ、Ｑ３→Ｂ
■当選者（敬称略）
　�上山明美（田野畑）、牧原喜孝

（大芦）、三浦啓史郎（島越）、
矢羽々武美（盛岡市）、中村志
会之助（埼玉県）

※�この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（３月21日現在）2093万7,449円

371件（村内88件、県内118件、県外165件）

「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページ
をご覧いただくか、総務課（☎34-2111   内線15）までご連絡ください。

役立ちカレンダー　　　　　   　期間：４月１日㈰～５月１日㈫

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

４月
１日 ㈰ 三陸鉄道運行再開イベント 田野畑駅 8:30 ～

15:00
政策推進課
　（内線61）

６日 ㈮
田野畑中入学式 中学校体育館 10:00 ～

11:15
田野畑中
　（☎34-2301）

春の交通安全キャンペーン 道の駅たのはた 16:00 ～
17:00

総務課
　（内線15）

９日 ㈪ 田野畑小入学式 小学校体育館 10:00 ～
10:50

田野畑小
　（☎34-2050）

11日 ㈬
たのはた児童館入園式 たのはた児童館 10:00 ～

10:30
たのはた児童館
　（☎34-2331）

ポリオ予防接種 診療所 16:00 ～
16:15

保健福祉課
　（☎33-3102）

５月
１日 ㈫ 固定資産税１期、軽自動車税納

期限
税務課
　（内線31・32）

役場☎34-2111 ／教育委員会☎34-2226 ／医科診療所☎33-3101 ／歯科診療所☎33-3100 ／保健福祉課☎33-3102
直通電話を開設しました

〔平成24年２月届け出分〕
（一部敬称略）

●生まれた赤ちゃん
　坂本　新（あらた）くん

大・郁子　　田野畑

■ご冥福をお祈りいたします
　佐々木　桂　子（56）　切　牛
　佐々木　シ　ヲ（88）　切　牛
　藤　島　ス　ワ（87）　甲　地
　畠　山　クニヱ（90）　菅　窪

はまなす号巡回カレンダー　        期間：４月25日㈬～26日㈭
◆はまぎくコース（机・北山方面）
月　日 場　　所 時　間

４月25日  ㈬
グループホームつくえ付近 9:40 ～ 10:00
北山地区総合センター 10:10 ～ 10:25

◆たんぽぽコース（真木沢・切牛方面）
月　日 場　　所 時　間

４月25日  ㈬
佐藤進氏宅付近 11:05 ～ 11:20
望洋館 11:30 ～ 11:45

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

４月26日  ㈭
産直プラザ尾肝要 9:45 ～ 10:00
山栄会リアス倶楽部付近 10:10 ～ 10:40
甲地公民館 10:50 ～ 11:05

◆問い合わせ先…教育
　委員会（☎ 34-2226）

真新しい制服に身を包み卒業

たのはた児童館で初の卒園式

3030がんばろう！田野畑

　田野畑小学校（早川幸
さ ち

男
お

校長、児童174人）
の卒業式が３月16日、同校体育館で開催さ
れました。真新しい中学校の制服に身を包
んだ29人の卒業生たち一人一人に、早川校
長が卒業証書を授与。早川校長は「頼りに
なる人を目指し、感謝の心を持って生きる
ことを大切にしてください」と激励。卒業
生たちは「田野畑小で受けた教えと温かい
思い出を胸に、進んで学び、友を大切にし、
協力し、強くたくましく進んでいきます」
と力強く呼び掛け、学びやを巣立ちました。 真っすぐに前を見つめ、小学校を巣立つ卒業生たち

　たのはた児童館（中里民子館長、園児44

人）の卒園式が３月17日に行われました。
昨年５月に開館した同児童館。初の卒園児
となった12人は、在園児や保護者に見守ら
れながら一人一人、中里館長から保育証書
を受け取りました。田野畑小の早川幸男校
長は「元気にあいさつ、ありがとうと言え
る１年生になってください」とお祝い。卒
園児は１年間の思い出や、「算数の勉強を
頑張りたい」「縄跳びを頑張りたい」と抱
負を呼び掛けて、児童館を巣立ちました。 たのはた児童館第１号卒園児の佐々木優太郎君

中学校から33人が新たな道へ
　田野畑中学校（佐々木幸

さ ち

彦
ひ こ

校長、生徒
122人）の卒業式が３月14日、同校体育館
で行われ、33人の卒業生が学びやを巣立ち
ました。卒業生たちは本年度、下北陸上で
５年連続の総合優勝を果たすなど、村に元
気を与えてくれました。卒業生を代表した
小松山賢

け ん

君は「『結束』のスローガンの下、
ぶつかりあいながらも本気で取り組んだ体
育祭や文化祭。田中生だったことは私たち
の誇り。いつか愛する村のために貢献した
い」と答辞し、母校に別れを告げました。これまでの感謝を込め「旅立ちの日に…」を合唱する卒業生

村の話題② 巣立ちの春

田野畑中卒業式後の一コマ。女子
バレーボール部は卒業生を囲んで
最後の記念撮影。笑顔でピース！
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32がんばろう！日本　　がんばろう！東北　　がんばろう！岩手　　がんばろう！田野畑

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
１

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
１
年
前
の
３

月
11
日
、
ほ
ん
の
数
分
前
ま
で
は

住
宅
や
商
店
が
立
ち
並
ん
で
い
た

街
並
み
。
沿
岸
部
を
襲
っ
た
大
津

波
は
、
街
並
み
を
一
瞬
で
「
が
れ

き
」
に
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
変
わ
り
果
て
た
姿
を
見
る
こ

と
も
「
が
れ
き
」
と
呼
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
、
と
て
も
つ

ら
い
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
寄

せ
ら
れ
続
け
る
各
地
か
ら
の
支
援
。

本
紙
で
紹
介
し
き
れ
な
い
ほ
ど
多

く
の
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▼
私
が
広
報
担
当
に
な
っ
て
丸
４

年
。
実
は
３
月
の
取
材
が
大
嫌
い

で
す
。
３
月
は
別
れ
の
季
節
。
卒

園
式
、
卒
業
式
、
閉
校
式
…
。
４

年
間
で
数
々
の
別
れ
の
場
面
を
取

材
し
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
全
て
の
会

場
で
涙
、
涙
。
我
慢
し
て
も
駄
目

な
も
の
は
駄
目
で
、
や
っ
ぱ
り
今

年
も
涙
―
。
４
月
は
新
た
な
出
会

い
の
季
節
。
３
月
の
涙
モ
ー
ド
か

ら
切
り
替
え
、
た
く
さ
ん
の
出
会

い
を
楽
し
み
に
本
年
度
も
取
材
に

走
り
回
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
涙
も
ろ
い

4

4

4

4

広
報
た
の
は

た
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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佐
々
木
和
也
）

144

佐々木  陽
ひ

菜
な

ちゃん（１歳７カ月）
父・祐輔さん、母・みゆきさん＝甲地＝

お母さんからのひとこと

　いつも２人のお兄ちゃんと一緒に遊
んでいます。お兄ちゃんが泣くと「よ
しよし」と頭をなでる優しい子。明る
くて思いやりのある子に育ってね。

阿部  初
は つ

音
ね

ちゃん（１歳７カ月）
父・貴之さん、母・諒子さん＝島越＝

お母さんからのひとこと

　お散歩やアンパンマンが大好き。い
つも歌ったりダンスしたりしています。
負けず嫌いでとってもおしゃべりな子。
健康で思いやりのある子に育ってね。


